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は
、
の
ち
に
審
査
委
員
に
な

っ
て
か
ら
の
、
体
型
審
査
の

基
本
理
念
に
な
り
ま
し
た
。

牛
群
審
査
実
施
に
尽
力

　

50
年
の
中
で
最
大
の
仕
事

は
牛
群
審
査
の
国
内
実
施
に

関
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
80
年

９
月
に
登
録
振
興
対
策
室
が

設
置
さ
れ
、
桑
島
室
長
（
審

査
委
員
兼
務
）
は
渡
米
し
て

牛
群
審
査
の
実
態
を
調
査

し
、
「
牛
群
検
定
に
呼
応
し

て
、
審
査
も
個
体
か
ら
牛
群

に
切
り
替
え
て
い
か
な
け
れ

ば
、
日
本
の
乳
牛
改
良
は
進

展
し
な
い
。
」
と
の
強
い
意

志
の
下
、
約
２
年
を
か
け
て

実
施
方
法
や
情
報
還
元
、
料

金
等
を
検
討
し
、
分
厚
い
資

料
作
成
と
各
県
講
習
会
に
も

頻
繁
に
出
向
い
て
牛
群
審
査

の
理
解
啓
発
に
努
め
ま
し

た
。

　

82
年
秋
に
は
、
静
岡
県
富

士
開
拓
の
佐
々
木
睦
牧
場
で

国
内
初
の
牛
群
審
査
を
ス
タ

ー
ト
し
、
デ
ー
リ
ィ
マ
ン
誌

に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
審
査
方
法
が
そ
れ

ま
で
の
高
等
登
録
審
査
と
は

大
き
く
異
な
り
、
審
査
委
員

が
牛
舎
に
入
り
普
段
の
状
態

で
の
受
検
と
体
尺
測
定
を
廃

止
し
、
決
定
得
点
も
１
点
刻

み
、
審
査
の
寸
評
と
登
録
書

へ
の
得
点
押
印
等
に
、
当
初

は
驚
き
戸
惑
う
農
家
や
関
係

者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

84
年
に
は
北
海
道
を
含
む

全
国
実
施
へ
、
86
年
か
ら
線

形
審
査
法
の
導
入
と
90
年
か

ら
審
査
用
ハ
ン
デ
ィ
を
採
用

し
、
98
年
か
ら
は
携
帯
プ
リ

ン
タ
ー
に
よ
る
打
出
し
を
開

始
し
ま
し
た
。
牛
群
審
査
が

な
か
っ
た
ら
、
88
年
か
ら
の

後
代
検
定
体
型
調
査
も
で
き

な
か
っ
た
の
で
は
と
回
顧
し

て
い
ま
す
。

審
査
委
員
22
年
で�

６
万
３
千
頭
強　

　

94
年
４
月
か
ら
、
体
型
審

査
委
員
と
し
て
22
年
間
で
46

都
府
県
３
１
５
回
の
審
査
出

張
で
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
を
含
め

て
６
万
３
千
頭
強
を
審
査
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
デ

ビ
ュ
ー
戦
の
石
川
県
審
査
は

初
日
に
松
原
龍
治
牧
場
（
の

ち
に
全
道
共
進
会
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た

メ
リ
ー
・
ジ
ェ
ー
ン
号
の
生

産
牧
場
）
で
い
き
な
り
初
産

Ｖ
Ｇ
を
、
初
Ｅ
Ｘ
は
同
年
夏

に
宮
崎
県
の
高
佐
牧
場
の
輸

入
牛
で
、
審
査
後
に
は
畜
主

と
温
い
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

最
高
得
点
は
05
年
春
、
岡

山
県
・
森
田
一
文
牧
場
の
ラ

イ
ル
・
テ
ィ
ナ
号
で
、
当
時

国
内
最
高
タ
イ
95
点
で
す
。

体
躯
の
充
実
と
乳
用
特
質
、

乳
器
の
パ
ワ
ー
は
圧
巻
で
し

た
。
こ
の
ほ
か
で
も
、
多
く

の
高
得
点
牛
を
審
査
又
は
見

せ
て
い
た
だ
き
、
「
審
査
委

員
冥
利
に
尽
き
る
」
の
ひ
と

言
で
す
。
長
年
に
わ
た
り
審

査
を
受
検
し
て
い
た
だ
い
た

酪
農
家
の
皆
様
、
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
世
界
会
議
や�

評
議
員
会　
　
　
　
　

　

世
界
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
フ
リ

ー
ジ
ア
ン
連
盟
（
Ｗ
Ｈ
Ｆ

Ｆ
）
と
の
関
わ
り
も
大
き
か

っ
た
で
す
。
88
年
に
「
世
界

中
で
最
も
近
く
に
ラ
イ
オ
ン

が
棲
む
首
都
」
ケ
ニ
ア
・
ナ

イ
ロ
ビ
で
開
催
さ
れ
た
第
７

回
世
界
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
会
議

に
、
当
時
の
高
島
会
長
、
三

澤
理
事
と
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
に
出
席
し
た
目
的

の
１
つ
は
次
回
会
議
を
日
本

で
開
催
す
る
た
め
で
し
た

が
、
欧
州
連
合
は
既
に
ハ
ン

ガ
リ
ー
で
の
次
回
開
催
を
決

議
し
、
21
票
対
４
票
で
日
本

は
惨
敗
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
と
き
の
立
候
補
が
そ
の

次
の
96
年
の
ア
ジ
ア
初
の
札

幌
世
界
会
議
の
開
催
に
つ
な

が
っ
た
の
で
す
。
日
本
開
催

時
は
、
国
内
外
か
ら
こ
れ
ま

で
最
多
と
な
る
８
０
０
名
が

参
加
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
時
が
経
ち
、
03

年
に
カ
ナ
ダ
、
07
年
に
イ
タ

リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
世
界
審

査
委
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

は
北
海
道
支
局
の
神
保
、
戸

田
、
佐
藤
審
査
委
員
と
と
も

に
出
席
し
、
国
際
的
な
審
査

の
目
合
わ
せ
と
、
イ
タ
リ
ア

で
は
日
本
の
体
型
審
査
の
概

況
を
英
語
で
発
表
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
４
年
毎
に
開
催
さ

れ
る
世
界
会
議
に
計
５
回
、

連
盟
の
評
議
員
会
に
も
ア
ジ

ア
代
表
と
し
て
７
回
出
席
し

ま
し
た
が
、
今
や
世
界
は
、

泌
乳
能
力
や
体
型
の
改
良
で

は
な
く
、
疾
病
や
遺
伝
的
多

様
性
、
環
境
適
応
性
、
大
規

模
デ
ー
タ
利
用
と
所
有
権
等

へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
を
痛

感
し
ま
し
た
。

岡
山
全
共
で
は�

副
審
査
委
員
も

　

全
共
に
は
、
81
年
の
第
７

回
群
馬
全
共
か
ら
昨
年
の
第

16
回
北
海
道
全
共
ま
で
８

回
、
事
務
局
と
し
て
関
わ
り

ま
し
た
。
第
８
回
岩
手
全
共

で
は
、
特
大
パ
ネ
ル
の
日
本

地
図
上
に
全
都
道
府
県
か
ら

取
り
寄
せ
た
２
０
０
個
近
い

牛
乳
パ
ッ
ク
を
貼
り
付
け
た

「
全
国
牛
乳
マ
ッ
プ
」
と
50

数
枚
の
酪
農
技
術
展
説
明
パ

ネ
ル
の
作
成
展
示
を
担
当

し
、
そ
の
後
は
式
典
や
褒

賞
、
00
年
の
第
11
回
岡
山
全

共
で
は
副
審
査
委
員
を
担
当

し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の

第
16
回
北
海
道
全
共
は
皆
様

方
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
総

務
委
員
長
と
し
て
、
盛
大
に

開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
は
大

き
な
感
動
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
共
進
会
審
査

委
員
と
し
て
、
08
年
の
中
部

日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

を
は
じ
め
、
27
都
県
で
45
回

の
共
進
会
審
査
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で

も
13
年
の
沖
縄
県
共
は
、
島

外
か
ら
初
の
審
査
委
員
と
し

て
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

の
県
畜
産
課
長
が
05
年
の
第

12
回
栃
木
全
共
を
視
察
し
た

際
に
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
円

形
歩
行
審
査
風
景
に
感
激

し
、
畜
産
課
長
に
な
っ
た
13

年
の
県
共
で
は
、
日
ホ
審
査

委
員
を
呼
ん
で
実
現
し
た
か

っ
た
と
後
で
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
県
共
で
初
め
て
円
形
歩

行
審
査
を
取
り
入
れ
、
そ
の

後
は
ほ
ぼ
毎
年
、
日
ホ
審
査

委
員
が
沖
縄
に
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
う
れ
し

い
限
り
で
す
。

多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で

　

最
後
に
、
こ
の
50
年
間
は

本
当
に
多
く
の
方
々
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
日
ホ
本

支
局
の
諸
先
輩
は
勿
論
で
す

が
、
特
に
、
前
田
勉
日
ホ
前

会
長
、
清
末
健
一
大
分
県
酪

前
組
合
長
、
鈴
木
三
義
帯
畜

大
名
誉
教
授
、
三
國
貢
全
国

酪
農
協
会
前
常
務
、
北
海
道

支
局
の
柾
谷
智
史
支
局
長
、

河
原
幸
吉
氏
（
故
人
）
、
日

ホ
秋
田
県
支
部
の
佐
藤
篤
右

前
常
務
、
旧
鹿
児
島
県
酪
連

の
丸
目
多
喜
男
元
部
長
（
故

人
）
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
と

お
礼
を
込
め
て
、
退
任
の
ご

挨
拶
と
し
ま
す
。

　

本
年
６
月
の
通
常
総
会
を

も
っ
て
専
務
理
事
を
退
任
し

ま
し
た
。
日
ホ
会
員
酪
農

家
、
国
を
は
じ
め
酪
農
関
係

団
体
、
そ
し
て
日
ホ
役
職
員

の
皆
様
に
は
、
長
年
に
わ
た

っ
て
沢
山
の
ご
指
導
と
ご
親

交
を
賜
り
、
深
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

１
９
７
６
年
春
、
帯
広
畜

産
大
学
を
卒
業
し
て
日
ホ
に

入
社
し
て
か
ら
50
年
の
月
日

が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
、
振
り

返
り
ま
す
と
、
色
々
な
出
来

事
が
甦
り
ま
す
。
紙
面
を
借

り
て
、
印
象
的
な
出
来
事
を

書
き
留
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

北
海
道
で
指
導
立
会�

審
査
の
基
本
理
念
を
得
る

　

入
社
し
て
３
年
目
の
78
年

に
は
北
海
道
支
局
に
１
年
間

出
向
し
、
当
時
の
北
乳
検

（
現
北
酪
検
）
と
の
指
導
立

会
で
、
１
年
間
に
約
１
０
０

戸
の
検
定
農
家
を
地
元
の
検

定
指
導
員
と
一
緒
に
立
会
し

ま
し
た
。

　

初
回
の
訪
問
先
「
ロ
ン
グ

ビ
ー
チ
」
長
浜
久
牧
場
で

は
、
早
朝
の
検
定
立
会
前
の

牛
舎
で
、
当
時
活
躍
中
の
名

種
雄
牛
フ
ィ
フ
テ
ィ
・
ア
イ

バ
ン
ホ
ー
の
乳
量
１
万
㌔
以

上
の
娘
牛
を
数
頭
見
せ
ら

れ
、
「
搾
れ
る
牛
は
、
中
躯

が
長
く
、
乳
房
も
前
方
に
長

く
付
着
し
た
牛
だ
」
と
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験

録
の
推
進
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評

価
情
報
の
現
場
へ
の
還
元
な

ど
、
時
代
に
即
し
た
変
革
を

皆
様
と
と
も
に
歩
め
た
こ
と

は
、
大
変
感
慨
深
い
も
の
が

ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
在
任
中
で
最
も

深
く
胸
に
刻
ま
れ
て
い
る
の

が
、
昨
年
10
月
に
北
海
道
安

平
町
で
開
催
い
た
し
ま
し
た

「
第
16
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
」
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
と
い

う
苦
渋
の
決
断
を
経
て
、
実

に
10
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
今
大
会
で
は
、
困
難
な
情

勢
を
も
吹
き
飛
ば
す
生
産
者

皆
様
の
「
改
良
へ
の
底
力
と

情
熱
」
を
目
の
当
た
り
に
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
未
来

を
担
う
高
校
生
た
ち
の
輝
か

し
い
活
躍
に
、
主
催
者
を
代

表
し
て
深
く
胸
を
打
た
れ
、

最
高
の
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

　

第
16
回
全
共
が
こ
れ
ほ
ど

の
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
も
、
農
林
水

産
省
を
は
じ
め
、
中
央
並
び

に
北
海
道
の
関
係
団
体
、
開

催
地
事
務
局
と
し
て
開
催
前

の
準
備
か
ら
開
催
運
営
ま

で
、
多
大
の
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
農
業
協
同
組
合
の
山

口
哲
朗
組
合
長
や
役
職
員
の

皆
様
、
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

登
録
協
会
の
役
員
、
社
員
、

職
員
の
皆
様
、
多
く
の
皆
様

に
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場

を
借
り
て
、
改
め
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
中

六
角
新
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
新
体
制
の
も
と
、
日
本
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
が
さ

ら
に
飛
躍
し
、
会
員
の
皆
様

の
酪
農
経
営
が
ま
す
ま
す
発

展
す
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
退
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
自
動
登
録
」
の
普
及
定
着
と

併
せ
て
、
牛
群
検
定
農
家
向
け

の
「
登
録
情
報
活
用
シ
ス
テ
ム

（
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
）
」
の
提
供
、
Ｓ

Ｎ
Ｐ
検
査
農
家
に
は
「
ゲ
ノ
ミ

ッ
ク
情
報
利
活
用
シ
ス
テ
ム

（
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
）
」
等
の
情

報
還
元
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
新
た

に
、
日
本
中
央
競
馬
会
の
畜
産

振
興
事
業
「
乳
用
牛
の
近
交
係

数
上
昇
対
策
研
究
事
業
」
を
３

年
間
実
施
し
て
、
ゲ
ノ
ム
情
報

を
活
用
し
た
近
交
係
数
の
推
定

と
10
道
県
の
農
業
共
済
組
合
か

ら
の
疾
病
記
録
デ
ー
タ
を
用
い

て
、
疾
病
と
近
交
退
化
量
の
推

定
、
近
交
係
数
上
昇
速
度
の
抑

制
の
効
率
的
方
法
の
確
立
等
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

検
戸
数
に
も
当
然
、
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

登
録
協
会
と
し
ま
し
て
は
、

乳
牛
改
良
を
通
じ
て
、
会
員
酪

農
家
の
生
産
性
向
上
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
健
康

で
長
命
連
産
し
、
よ
り
高
い
生

涯
生
産
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
な
優
良
な
牛
群
づ
く
り
」
を

行
う
た
め
、
血
統
登
録
や
牛
群

審
査
、
牛
群
検
定
の
継
続
的
な

実
施
と
、
近
年
の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

評
価
に
必
要
な
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
の

普
及
拡
大
等
を
進
め
、
こ
れ
ら

か
ら
得
ら
れ
る
有
効
な
改
良
情

報
を
会
員
に
還
元
提
供
す
る
こ

と
が
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
安
価
で
申
込
書
不
要
の

申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
東
紛
争
の
影
響
は
、
世
界

の
経
済
流
通
を
悪
化
さ
せ
、
特

に
原
油
に
つ
い
て
、
日
本
は
中

東
依
存
度
が
９
割
以
上
と
非
常

に
高
い
こ
と
か
ら
、
原
油
お
よ

び
ナ
フ
サ
由
来
の
石
油
製
品
、

肥
料
や
食
品
原
材
料
等
の
流
通

停
滞
を
伴
っ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
や

電
気
料
の
値
上
げ
、
食
料
品
や

食
品
容
器
・
包
装
資
材
の
製
造

停
滞
と
物
価
高
騰
は
過
去
最
大

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
酪
農
関

係
で
も
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け

て
、
酪
農
家
戸
数
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
中
央

酪
農
会
議
に
よ
れ
ば
、
本
年
３

月
末
の
全
国
酪
農
家
戸
数
は
９

２
５
１
戸
で
、
前
年
対
比
で
５

０
０
戸
減
少
し
、
減
少
率
で

は
、
北
海
道
が
３
・
８
％
減
に

対
し
て
、
都
府
県
は
６
・
２
％

減
、
北
陸
や
近
畿
、
四
国
で
は

７
％
以
上
の
大
幅
な
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
進
め

ば
、
年
内
に
も
９
０
０
０
戸
を

割
り
込
む
の
で
は
な
い
か
と
心

配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
酪
農

家
戸
数
の
減
少
は
、
当
協
会
の

血
統
登
録
頭
数
や
体
型
審
査
受

　

日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協

会
会
員
、
賛
助
会
員
の
皆
様
に

改
め
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。
私
は
６
月
19
日
に
開
催
し

ま
し
た
第
76
回
通
常
総
会
並
び

に
第
３
３
６
回
理
事
会
に
お
い

て
、
会
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
中
六
角
保
広
（
な
か

ろ
っ
か
く
や
す
ひ
ろ
）
と
申
し

ま
す
。
前
田
勉
前
会
長
の
後
任

と
し
て
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
も
登
録
事
業
を

通
じ
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
泌
乳

能
力
、
体
型
の
改
良
を
推
進

し
、
安
定
的
な
酪
農
経
営
の
向

上
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
当
協
会
会
員
と
酪

農
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
登
録
事
業
の
推
進

に
対
し
て
多
大
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
社
員
並
び
に
農
林
水
産
省
を

は
じ
め
中
央
関
係
団
体
か
ら
ご

来
賓
を
迎
え
て
、
第
76
回
通
常

総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
に
、
重
ね
て
お
礼

　

６
月
19
日
に
開
催
し
ま
し

た
第
76
回
通
常
総
会
を
も
っ

て
、
私
は
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
登
録
協
会
の
会
長
職
を
退

任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
在
任
中
は
、
会
員
の
皆

様
、
並
び
に
関
係
団
体
の
皆

様
か
ら
多
大
な
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

を
紙
面
を
借
り
て
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
会
長
就
任
以

来
、
念
頭
に
置
き
続
け
て
き

た
の
は
「
正
し
い
血
統
登
録

こ
そ
が
、
乳
牛
改
良
の
基
本

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

近
年
、
酪
農
情
勢
は
飼
料

価
格
の
高
騰
や
後
継
者
不
足

な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
も
、
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
の
泌
乳
能
力
と
体
型
の

改
良
推
進
、
そ
し
て
酪
農
経

営
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
特
に
、
自
動
登

長
、
そ
の
後
、
宮
内
庁
御
料

牧
場
長
も
勤
め
ま
し
た
。

　

血
統
登
録
、
体
型
審
査

は
、
今
ま
で
は
申
請
を
す
る

側
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
申
請
を
受
け
付
け
る
側

で
乳
用
牛
改
良
の
基
礎
を
受

け
持
つ
こ
と
と
な
り
、
感
慨

深
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

改
め
て
言
う
ま
で
も
な

く
、
酪
農
業
界
は
、
不
安
定

な
中
東
情
勢
、円
安
、こ
れ
ら

に
起
因
す
る
資
材
不
足
、
資

材
高
、
牛
乳
需
給
の
緩
和
と

難
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
か

ら
乳
用
牛
改
良
の
基
礎
と
な

る
デ
ー
タ
を
収
集
し
改
良
に

よ
る
農
家
経
済
に
資
す
る
と

い
う
重
要
な
業
務
に
携
わ
る

こ
と
に
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
改
め
て
関
係
の
皆

様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
行
事�

�

日
本
ホ
ル
協

◇
地
区
別
登
録
委
員
研
修
会

・
夏
期
登
録
事
務
担
当
者
会

議
　

◎
東
北
地
区
＝
７
月
27
〜

28
日
（
福
島
県
）

　

◎
関
東
地
区
＝
８
月
21
日

（
日
ホ
会
議
室
、
事
務
担
当

者
会
議
の
み
）

　

◎
中
部
・
北
陸
地
区
＝
７

月
16
〜
17
日
（
福
井
県
）

　

◎
近
畿
地
区
＝
７
月
23
〜

24
日
（
京
都
府
）

　

◎
中
国
・
四
国
地
区
＝
８

月
６
〜
７
日
（
鳥
取
県
）

◎
九
州
地
区
＝
７
月
30
〜
31

日
（
熊
本
県
）

◇
中
央
審
査
研
究
会

　

９
月
16
日
～
18
日
、
酪
農

学
園
大
学
付
属
農
場

　

こ
の
た
び
６
月
19
日
第
76

回
通
常
総
会
、
第
３
３
６
回

理
事
会
で
栗
田
前
専
務
の
後

任
と
し
て
新
た
に
専
務
理
事

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
山
野
淳

一
（
や
ま
の
じ
ゅ
ん
い
ち
）

と
申
し
ま
す
。
平
成
３
年
麻

布
大
学
獣
医
学
部
獣
医
学
科

を
卒
業
、
農
林
水
産
省
に
入

省
し
、
本
年
３
月
末
に
35
年

勤
め
た
農
林
水
産
省
を
定
年

退
職
し
ま
し
た
。

　

私
は
兵
庫
県
西
宮
市
出
身

で
、
実
家
は
、
甲
子
園
球
場

の
近
く
で
す
。
そ
の
こ
と
も

あ
り
、
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
で
、
特
に
野
球
、
ラ
グ
ビ

ー
が
大
好
き
で
す
。
ま
た
、

退
職
を
機
に
、
体
力
作
り
が

重
要
だ
な
と
実
感
し
、
夫
婦

そ
ろ
っ
て
の
趣
味
に
し
よ
う

と
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
を
２
台

購
入
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
夫

婦
の
新
た
な
趣
味
と
し
て
少

し
ず
つ
慣
ら
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
畜
産

振
興
、
家
畜
衛
生
を
中
心
に

様
々
な
業
務
に
携
わ
り
ま
し

た
。
特
に
牛
乳
乳
製
品
課
課

長
補
佐
の
時
に
は
価
格
調
査

班
を
担
当
し
、
需
給
分
析
、

補
給
金
単
価
算
定
な
ど
を
経

験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場

経
験
と
し
て
は
家
畜
改
良
セ

ン
タ
ー
岩
手
牧
場
を
２
回
経

験
し
、
若
手
の
時
は
、
主
に

診
療
義
務
、
２
回
目
は
牧
場

第16回全共（令和７年10月）

退
任
挨
拶

（
一
社
）日
本
ホ
ル
タ
イ
ン
登
録
協
会

前
田
　
勉
前
会
長

就
任
挨
拶

（
一
社
）日
本
ホ
ル
タ
イ
ン
登
録
協
会

山
野
　
淳
一
専
務
理
事

（一社）日本ホルスタイン登録協会 前専務理事

乳牛と関わって半世紀、
牛群審査や全共等の思い出 栗田　純

今
こ
そ
登
録
と
検
定
、審
査
、Ｓ
Ｎ
Ｐ
情
報
活
用
し
て
、

�
健
康
で
長
命
連
産
、生
涯
生
産
能
力
の
向
上
を
！！

（
一
社
）日
本
ホ
ル
タ
イ
ン
登
録
協
会
会
長

中
六
角
　
保
広

栗田前専務理事

前田前会長

就任の挨拶で抱負を
述べる中六角新会長


